
市立池田病院だより 
基本理念 
創意に富み 思いやりのある 信頼される病院をめざして   

第16号 
2015年7月発行 

放射線治療装置（リニアック）の更新 

患者さまの権利 

・ 個人として常にその人格を尊重される権利があります。 

・ 良質な医療を平等に受ける権利があります。   

・ 十分な説明を受ける権利があります。 

・ 自分が受ける医療に参加して自ら決定する権利があります。 

・ 自分が受けている医療について知る権利があります。 

・ 診療上の個人情報やプライバシーが守られる権利があります。 

 
• 病院新築移転より１７年間稼動している放射線治療装置（リニアック）が、今年度いよいよ 

  更新を迎えます。これまでの通常の放射線照射に加えて、IMRT（強度変調放射線治療）や 

  定位照射などの高精度放射線治療にも対応できる機能をもった装置に更新します。 

• 高精度な照射技術の提供を見据えて、スタッフの確保などの体制強化が重要になります。 

      大阪大学医学部附属病院の放射線治療科から応援医師が週３回の診察枠で担当予定です。 

• ８月から翌年３月までの工事期間中、放射線治療の適応患者さまには他施設をご紹介させ 

  ていただきますので、ご不便をお掛けしますがご理解ください。 

 

 

 

 

放射線治療って、どんなことをするの？ 
 

 放射線治療は、外科療法や化学療法と並ぶがん治療の３本柱のひとつであり、放射線
の細胞分裂を止める作用により腫瘍を縮小させます。当院では「体外照射」という方法
で、体の外側から体内に向けて放射線照射を行います。放射線で切らずに治療しますの
で、体への負担が少ないメリットがあり、ご高齢の方や合併症があり手術が受けられな
い方でも治療できることが多くあります。照射を受ける患者さまは10～15分間ベッド
に寝ていただき、エックス線や電子線と呼ばれる放射線を数分間照射します。お体の周
りのいろいろな角度から照射しますが、痛みや熱さはありません。今回の装置更新で、
患者さまの身体的負担がより少ない治療が可能になります。 

        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

次回、高精度放射線治療について特集します。 



麻酔科の紹介  

  

   

 麻酔科は、１０名のスタッフで手術室の麻酔、ペインクリニック、緩和医療
を行っています。 

麻酔とは 

お薬で痛みを感じなくする方法です。 
 
麻酔の種類としては 
 手術中ねむってしまう全身麻酔 
 下半身をしびれさせる脊髄くも膜下麻酔（腰椎麻酔） 
 からだの一部の痛みをとる局所麻酔（硬膜外ブロック、神経ブロック） 
 などがあります。 
 
 患者さまの状態や手術の内容にあわせて、担当の麻酔医が最良の麻酔法を選
択します。 

ぜんしん 全身麻酔                    腰椎麻酔・硬膜外ブロック 

神経ブロック 

 手術室の麻酔のほかに、がんの苦痛をとる緩和医療、腰痛・帯状疱疹痛・頭
痛などの痛みをとる仕事をしています。 

手術や痛みの場所に 
あわせて注射します 

手術室スタッフ 抜群のチームワーク！！ 



中央手術室の紹介 

 中央手術室は、外科、消化器外科、整形外科、泌尿器科、産婦人科、耳鼻いんこう科、 

形成外科、歯科口腔外科、内科、眼科などのあらゆる科に対応しています。 

看護師は２０名（男性看護師２名を含む）で緊急手術にも安全に対応できるように 

変則当直体制を取り入れています。昨年度の手術件数は3,456件でした。 

 また、今年度より一層専門性を高めるため固定チーム制を行っており、患者さまが安全に 

手術を受けていただけるように努めています。 

 

 

 

 

  手術を受けられる患者さまに対して、直接お話しを伺い安心して手術を受けてもらえるように 

 術前訪問を実施しています 

 

 麻酔がはじまるまで 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《手術室前室》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 手術を受けられた患者さまに、術後訪問をさせていただき、痛みやしびれがないか、また 

手術中に困ったことがなかったかなどお話しを伺っています。  

 手術前から手術後にわたり患者さまの状態を把握し、より安全・安心に手術が受けられる 

ように取り組んでいます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                       

 

                       

 

手術室入室までの流れ風 

 イラストや写真入りのパンフレット

を用いて、手術室の中の様子や麻酔に
ついて、患者さまが分かりやすいよう
に説明しています 

 患者さまの緊張が少しでも 
和らぐようにステッカーを
貼って工夫しています。 



看護の日  

市民公開講座のお知らせ 
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ご意見箱を院内に設置しておりますので、ご意見ご感
想などお寄せくださることをお待ちしております。 

お問合わせ  

開催日 テーマ 会場 

8/13
（木） 

整形外科 蔡副部長 13：30～ 「放っておくと危ない指のしびれって？」 
                  

東館2階 
講堂 

9/16
（水） 

消化器内科 福田主任部長 13：30～ 「Ｃ型肝炎の新しい治療」 
東館2階 
講堂 

10/8
（木） 

薬剤部 川口部長 13：30～  「知っておきたい薬の話し」 
東館2階 
講堂 

 『これだけは知っておこう！！ 病気・治療のまめ知識』と題し、月に1回市民公開講座
を開催しています。40分程の講座で無料ですので、お気軽にご参加下さい。 

 今年も5月11日＆12日に看護の日と称し、イベントを開催しました。訪問看護ステー
ションの方々にご協力いただき相談コーナーを設置、患者さまのご相談に丁寧に対応して
いただきました。そのほか、当院の看護師紹介コーナーや親子での白衣体験コーナー、ふ
くまるちゃんとの交流など盛りだくさんの内容となりました。 


